
　現在、地方の商店街では衰退の一途をたどる。背景として、少子高齢化や人口減
少・流出、郊外型ショッピング施設の進出などがある。この事態を放置すると地方
から人口がさらに減少し、街から人が消え、廃墟と化す。その問題に対し、本計画
では商店街の今後の在り方を提案する。
　計画敷地は私の地元、愛媛県今治市の今治商店街、この商店街は、古くから街の
発展を支えてきたが、しまなみ海道の開通による今治港への船便の減少により衰退
が進む。この問題の改善案として、ここに公的空間を導入して、街の新しいランド
マークとすることを提案する。
　本設計の要となるは、商店街傍を流れる金星川である。この川は住民にとって庭
のようなプライベート空間だった。そのためパブリック空間への変化ではなく、人
々が親しみやすいセミパブリック空間の設計を行った。水路沿いの建物と歩道を改
めて見直し、それぞれのスケールに合わした橋を架ける。水辺の風景を感じながら
飲食を行えるレストラン、子供たちが生物を観察する広場があり、人々が気軽に利
用できる公園のような場所になる。この建築により商店街とともに育ってきた金星
川は、人々の憩いの場へと変化し、新たな街の風景となる。
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